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1．まえがき 

2025 年 4 月に大阪・関西万博の用地として利用される夢洲 2 区は浚渫粘土の埋立処分地である。浚渫粘土は高含

水比で排砂管から投入されるため，材料分離して不均質な状態になることが多い。夢洲 2 区では圧密促進のために

約 175,000 本の PBD（プラスチックボードドレーン）が打設された。PBD 打設では，PBD を収めたケーシング圧入

時の油圧と圧入深さを計測している。この仕様は電気式コーン貫入試験（CPT）と類似しており，一種のサウンデ

ィングと見なすことができる。前報 1)にて文献 2)の方法に準じて PBD の先端貫入抵抗 qt,PBDを算出し，夢洲 2 区全

体の浚渫粘土層の不均質性を求めたが，その際に用いた校正係数，補正係数，  の設定にやや無理があった。 
そこで本稿では，2022 年度に夢洲 2 区南東部での PBD 打設現場において，改めて，，を測定する実験を行

い，qt,PBDの測定方法を検討した結果を報告する。 
2．PBDの先端貫入抵抗 qt,PBDの算定式 
図-1に示す PBD 打設時のケーシングの力の釣合いから，ケーシング貫入力 FKは，ケーシ

ング先端抵抗力 FCとケーシング周面摩擦力 FSの和として次式で表すことができる。 

FK = FC+ FS (1) 
FKは測定油圧 PMから，FC，FSは CPT の qtと関連させると，次式で表すことができる 2)。 

FK =･PM + W  (2) 
FC = ･AK･qc  (3) 
FS = 0.05･･q̅c･AKS (4) 

ここに，：油圧と荷重の校正係数，W：ケーシングの自重， ,  ：補正係数，AK：ケーシ

ングの断面積，AKS：ケーシングの周面積，qc：CPT の先端貫入抵抗，q̅c：深度 z までの CPT
の先端貫入抵抗の平均値である。式(1)に式(2)〜(4)を代入すると次式となる。 

･PM + W = ･AK･qc + 0.05･･q̅c･AKS (5) 
ここで，PBD のケーシングは常に間隙水圧の影響を受けるので，対応する CPT は間隙水

圧の影響を補正した qtとなる。そこで先の qc，q̅cを qt，q̅tに置き換える。ただし，q̅tは未知

数なので，まず q̅t =qtとして繰返し計算を行えば，qt,PBDは次式で求めることができる 1)。 

qt,PBD = PM + W
 Ak + 0.05 Aks

 (6) 

3．貫入力検定試験による校正係数の測定 
式(2)の校正係数 は，ケーシング押込み時の PMに対して敷鉄板上にロードセルを設置して貫入力 FKを測定する

検定試験を行い，=(FK −W)/PMから求めた。夢洲 2 区南東部では 6 台の打設機で を測定したが，今回の対象とな

る 1 号機では 0.0055，2 号機では 0.0050 となった。ただし，文献 1)とは異なる値となった。 
4. ケーシングの押込み・引抜き試験による補正係数,の測定 

式(3)，(4)の補正係数， は，ケーシングの押込み（通常の打設）と引抜き試験を行うことで推定できる。FC は

押込み油圧 PM|押と引抜き油圧 PM|引を用いて次式で表すことができる 2)。 
FC = ･(P M|押 – PM|引) +2W (7) 

一方，FSは PM|引を用いて次式で表すことができる 2)（引上げは周面摩擦力のみとなる）。 

FS = ･PM|引 – W (8) 
よって，式(3)，(7)と式(4)，(8)の関係からそれぞれ， を求めることができる。 

夢洲 2 区南東部では 1 号機で地点 1 (X066Y055)と地点 2 (X081Y033)，2 号機で地点 3 (X150Y103)と地点 4 (X178 

 
図-1 PBD 貫入時の 

力の釣合い 
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Y119)で測定した。本来は押込み，引

抜き及び CPT を同時期に行うべき

であったが，押込みの通常施工を優

先したため，CPT 及び引抜きは，そ

れぞれ約 1 ヶ月，約 2 ヶ月後に行っ

た（表-1参照）。 

図-2に押込み，引抜き油圧の全デ

ータを示す。1 号機の地点 1，2 では

1回目の押込み(9/27, 10/11)から 2回
目(12/19)で油圧が大きく増加して

いるが，2 号機の地点 3，4 では増加

があまり見られない。油圧の増加は

浚渫粘土の圧密進行によると考え

られるが，地点によってそれが異な

るようである。一方，引抜きは押込

みよりも大きな油圧が発生してい

る。ただし，地点 3，4 での 1，2 回
目間の増加はほとんど見られない。 

1回目の押込みがCPT実施日に近

いので（表-1 参照），引抜き油圧を

1 回目の押込み日に合わせる必要が

ある。そこで，押込みの 1，2 回目間

の油圧の増加率によって引抜き油

圧を補正した。その結果を図-3に示

す。これによって，先の方法で求め

た， を表-1 にまとめた。一部の

異常値をカットして平均をとると

=，=となった。この値

は文献 2) での提案値 (= ，

=)よりも大きな値となった。 
5．qt,PBDの算出 

この， を用いて式(6)によって

算定した PBD の qt,PBD と CPT の qt

との比較を図-4に示す。両者は概ね

一致している。ただし，地点 4 の上

部の qt,PBDがかなり大きいのは，図-

2 (4)，図-3 (4)に示したように他地点

に比べて押込み油圧が大きいこと

によると考えている。 

ただし，今回は押込み試験に対して CPT 及び引抜き試験の実施日にそれぞれ約 1 ヶ月，約 2 ヶ月のずれがあり，

その間に粘土の圧密進行による強度増加が生じているので，誤差が生じていると考えられる。今後は 3 つの試験を

なるべく同時に実施することによって，より正確な補正係数，を求めたいと考えている。 
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図-2 押込み，引抜き油圧の全データ 

 
図-3 ， を求めるための押込み油圧と引抜き補正油圧 

表-1 試験実施日と算定した， 

地点 施工機 押 1 CPT 押 2 
引 1 

押 3 
引 2 

  
    

1 (X066Y055) 
1 号機 

9/27 10/25 12/19 − 1.54 2.16 0.090 0.106 
2 (X081Y033) 10/11 10/25 12/19 − 1.21 3.66 0.177 0.125 
3 (X155Y103) 

2 号機 
9/26 10/26 12/16 1/27 1.50 1.89 0.135 0.088 

4 (X178Y119) 9/9 10/26 12/26 1/27 1.42 1.46 0.120 0.122 
※引抜き 1 は 2 回実施 ⇒  , も 2 値あり 平均 1.55 0.120 

 

 
図-4 PBD の qt,PBDと CPT の qtの比較 
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